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タストロン注のおはなしもしていただいた。 
放射線治療専門部からは、乳房温存術後照射の意義についてお話しいただいた。乳房温存術後照射は
乳房内再発を有意に減少させ、生存率も高める。また、DCISに関しても局所再発を有意に減少させる。
また、乳房切除後照射の場合も局所、リンパ節再発を有意に減少させるだけでなく、生存率も向上する
とのことであった。また乳房照射の方法についても詳しくお話しいただいた。 
最後に、医療情報専門部からは患者情報の共有が必要であることをお話しいただいた。最近登場して
きた乳房切除後再建に使用するエキスパンダーがMRI禁忌であることや、乳房手術後の術側の腕はリ
ンパ浮腫を起こしている可能性があり、注射の際は左右の確認が必要であることを共有することが大事
である。そのための問診票や電子カルテの活用事例を紹介された。 
乳癌は乳房だけの疾患ではなく、全身疾患であると考えるべきである。放射線科に携わる技師の誰も
が関わる可能性が高い疾患であるので、それぞれが乳癌について知識を高め、お互いの業務内容を理解
し、チーム医療をおこなうことで患者の QOL向上のために貢献して頂きたい。 
